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奈
良
県
域
水
道
一
体
化
に
向
け
た
「
こ
れ
か
ら
」 

全
国
初
の「
と
び
ぬ
け
た
」奈
良
県
の
計
画 

 

国
が
進
め
る
都
道
府
県
単
位
の
水
道
広
域
化
。

そ
の
中
で
も
奈
良
県
は
、
「
事
業
統
合
」
「
料
金
統

一
」
と
い
う
、
全
国
で
初
め
て
の
「
と
び
ぬ
け
た
」
計

画
で
す
。
全
市
町
村
に
メ
リ
ッ
ト
を
出
す
た
め
、
奈

良
市
の
水
道
料
金
を
も
と
に
「
安
す
ぎ
る
水
道
料

金
」
に
統
一
す
る
こ
と
で
、
市
町
村
の
加
入
を
促
し

た
わ
け
で
す
が
、
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
残
す
も
の
で

し
た
。 

 

山
下
知
事
の
３
点
の
主
張 

 

山
下
知
事
の
「
予
算
の
執
行
の
一
旦
停
止
」
リ
ス

ト
に
、
水
道
一
体
化
が
対
象
と
な
っ
た
の
は
そ
の
た

め
で
す
。
７
月
開
催
の
第
１
回
法
定
協
議
会
で
知
事

は
「
県
が
試
算
し
た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
将

来
に
負
債
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
、
統
合
時
に
料
金

を
統
一
す
る
理
由
も
わ
か
ら
な
い
」
と
し
、
主
に
以

下
３
点
を
主
張
し
ま
し
た
。 

①
水
道
料
金
の
統
一
に
こ
だ
わ
ら
な
い 

②
料
金

試
算
を
や
り
直
す 

③
２
０
２
５
年
４
月
ス
タ
ー
ト

に
こ
だ
わ
ら
な
い
（
し
か
し
水
源
の
統
廃
合
は
、
言

及
無
し
） 

こ
の
３
点
は
一
体
化
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
議
論
の
根
本
を
覆
す
も
の
で
す
。 

 

市
町
村
が
水
道
を
運
営
し
た
場
合
の 

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
要
注
目 

 

９
月
議
会
で
知
事
は
「
一
体
化
は
必
要
。
基
本
的

な
枠
組
み
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
つ

つ
も
「
荒
井
知
事
時
代
の
計
画
に
問
題
が
あ
る
部
分

は
改
め
た
い
」
と
答
弁
。
た
だ
し
、水
道
料
金
を
統
一

す
る
か
は
明
言
し
て
お
ら
ず
、
ど
こ
ま
で
ひ
っ
く
り

返
す
の
か
で
他
市
町
村
の
議
論
も
大
き
く
変
わ
る

チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
が
水
道

を
運
営
（
単
独
運
営
）
し
た
場
合
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
不
開
示
に
つ
い
て
、「
奈
良
の
声
」
が
不
服

を
申
し
立
て
た
結
果
、９
月
に
県
情
報
公
開
審
査
会

は
知
事
に
対
し
「
開
示
す
べ
き
」
と
答
申
。情
報
開
示

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
「
単
独
運
営
し
た
ほ
う
が

得
」
と
い
う
試
算
が
も
し
出
て
き
た
ら…

？
要
注
目

で
す
。 

 

水
道
は
ま
だ
ま
だ
目
を
離
す
と
危
険 

 

奈
良
市
・葛
城
市
は
一
体
化
か
ら
離
脱
し
ま
し
た

が
、
可
能
性
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
一
体
化
の
議
論
が
さ
れ
る
法
定
協
議
会

は
、
市
民
も
議
員
も
傍
聴
も
で
き
ず
、
県
・
市
町
村

議
会
の
議
決
も
当
面
あ
り
ま
せ
ん
。首
長
し
か
参
加

で
き
せ
ん
が
、
水
道
に
興
味
関
心
あ
る
首
長
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
民
主
的
な
運
営
を
求
め

る
請
願
・
陳
情
を
１２

月
議
会
に
向
け
て
、
県
・
市
町

村
議
会
に
提
出
し
、
採
択
を
目
指
す
市
民
の
頑
張

り
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
水
道
民
営
化
が
進
ま
な
い
こ
と
に
業
を
煮

や
し
た
官
邸
が
出
し
て
き
た
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」

（
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
《
民
営
化
》
に
段
階
的
に
移
行
す

る
た
め
の
官
民
連
携
方
式
）
も
注
意
が
必
要
で
、
水

道
は
ま
だ
ま
だ
目
を
離
す
と
危
険
で
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｍ
ネ
ッ
ト
事
務
局
長  

武
田 

か
お
り 

 

◆７月３０日、「沖縄を再び戦場にするな！」奈良県集会

が行われ、約２００人が参加。八木健彦さんが「この間の

三上智恵さんの DVD 上映運動の意義は大きく、南西諸

島の現状に目を向け、発信と行動につなげていこう」と主

催者代表として開会挨拶しました。 

伊波洋一さん（参議院議員・沖縄の風）の講演概要 

―岸田政権の「安保３文書」と５年間で４３兆円の軍拡

は、南西諸島だけでなく、日本全体の戦場化をも想定。

反撃能力の長距離射程の敵基地攻撃ミサイルは、必ず

報復攻撃を呼び、日本全土の戦場化をもたらす。米軍戦

略は日本を守るためではなく、日本を戦場にして敵の勢

力拡大を止めるためのもの。「台湾有事」は米軍戦略上

の想定であり、現実ではない。中国は２０４９年までの平

和統一をめざしており、アメリカも中国を唯一の政府とし

て承認し、台湾の独立を支持していない。仮に敵基地攻

撃が行われたら、アメリカは逃げていく。中国は日本の全

輸出入貿易量の２６．５％を占め、日中戦争は日本の国内

経済と国民生活に厳しい状況をもたらす。岸田首相は軍

拡しか頭にない。まだ安倍政権の時には、中国との外交は

生きていた。戦争の準備ではなく、戦争を避ける努力が必

要。日本が「NO」と言えば、アメリカは日本国内基地を

「台湾有事」で使うことはできない。日中関係を再構築し

ていくことこそが戦争を避ける道。 

◆最後に奈良―沖縄連帯委員会の崎浜代表が、「みんな

で白旗を掲げて、非戦を誓い、この奈良から大軍拡大増

税反対の運動を大きくしていこう」と挨拶。 

「沖縄を再び戦場にするな！」奈良県集会 
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９月３０日、奈良１区市民連合第４回総会を行いました。 

暑さがまだ厳しい中、７０人を超える方の参加がありました。 

坂下事務局長がこの１年間のとりくみの経過報告を行い、 

２０２３年度の方針並びに規約改正、会計報告、新役員につ 

いて拍手で承認されました。 

 
台
に
し
た
政
治
を
早
急
に
作
り
上
げ
る
。
奈

良
で
も
４
つ
の
市
民
連
合
の
共
同
、
さ
ら
に

は
総
が
か
り
的
な
全
県
的
な
運
動
に
発
展
し

つ
つ
あ
る
。
１
区
で
統
一
候
補
を
必
ず
擁
立

し
、勝
利
に
向
か
い
共
に
が
ん
ば
ろ
う
。 

 

◆
奈
良
２
区
市
民
連
合
の
松
本
健
さ
ん 

地
域
に
根
を
張
り
、
政
治
は
住
民
の
力
で

変
え
ら
れ
る
と
い
う
信
念
で
の
活
動
に
敬

意
。
道
理
の
通
る
社
会
の
実
現
。国
の
劣
化
は

地
方
政
治
に
も
。
国
民
の
中
に
は
あ
き
ら
め

が
。
人
が
変
わ
り
、
政
治
を
変
え
る
。
こ
の
力

に
そ
れ
ぞ
れ
の
市
民
連
合
が
役
割
を
果
た
し

て
行
こ
う
。 
 

◆
市
民
連
合
中
南
和
の
森
永
雅
世
さ
ん 

１
区
市
民
連
合
の
地
域
で
の
と
り
く
み
、

タ
ウ
ン
ト
ー
ク
な
ど
き
め
細
や
か
な
活
動
、中

南
和
で
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
中
南
和

は
地
域
も
広
く
、
地
域
ご
と
の
か
た
ま
り
を

作
る
こ
と
、
八
木
駅
前
で
の
宣
伝
行
動
を
通

し
て
市
民
連
合
中
南
和
の
認
知
を
高
め
て
い

き
た
い
。
１０

月
１５

日
橿
原
文
化
会
館
で
の

高
田
健
さ
ん
を
招
い
て
の
４
者
市
民
連
合
学

習
決
起
集
会
に
参
加
を
。 

 県
内
の
す
べ
て
の
立
憲
野
党
か
ら
の

連
帯
の
あ
い
さ
つ 

 ◆
立
憲
民
主
党
奈
良
県
連
馬
淵
澄
夫
代
表

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
岩
井
禅
秘
書
代
読
） 

物
価
高
の
直
撃
、
実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
、

し
か
し
岸
田
政
権
は
企
業
へ
の
減
税
や
資
産

家
へ
の
投
資
の
促
し
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
兵

器
を
買
う
た
め
の
５
年
間
で
４
３
兆
円
も
の

第２３回タウントーク（７月２９日） 
大和西大寺駅コンコースで行いました。今回はコンコ

ースでの実施ということで、トークは行わず、スタンディン

グとチラシの配布でのアピールとなりました。参加された

皆さんは口々に「日本は平和憲法を持つ国、絶対に戦

争はダメ」、「日本が戦争しないよう反対していきましょ

う」など熱い思いを訴えながらの宣伝行動となりました。

また今回わざわざ平群からも、日頃お世話になっている

のでと、２名の方が参加！ 

コンコースとはいえ、なかなかの暑さでしたが、皆さん

元気よくチラシを配布、受け取りは思ったよりも良く、２００個の

ティッシュと３００枚近くのチラシを配布。１３人が参加しました。 

第２４回タウントーク（８月２６日） 
酷暑を避けるため、ＪＲ奈良駅前で夕方の６時から行い、６人の

方からトークがありました。参加者は２１人でした。 

▽深澤さん（奈良市の保育・教育の充実を求める会） 

鼓阪小は児童数８３人で３年後に廃校の予定。ＷＨＯ（世界

保健機関）は１００人を上回らない学校規模が望ましいとして

いる。署名へのご協力を（これまで４０００筆超を提出）。 

9 月 30 日 熱気溢れた第４回総会 

 

莫
大
な
防
衛
費
。
さ
ら
に
総
選
挙
後
に
は
隠

さ
れ
た
増
税
案
が
１２

月
に
。
現
政
権
に
代
わ

り
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
抜
く
政
権

樹
立
に
向
け
て
、
全
力
で
政
治
活
動
に
邁
進

し
て
い
く
。 

 

◆
日
本
共
産
党
奈
良
県
委
員
会 

細
野
歩
委
員
長 

何
よ
り
も
５
年
間
で
４３

兆
円
も
の
防
衛

費
が
問
題
。
中
小
業
者
へ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
、
国
民
の
声
が
届
か
な
い
。
自
公
政
権
の
経

済
政
策
の
失
敗
。
野
党
共
闘
の
具
体
化
、
１０

月
２２

日
投
開
票
の
衆
院
長
崎
４
区
で
は
広

田
一
氏
、
参
院
高
知
・
徳
島
で
の
補
選
に
つ
い

て
は
末
次
精
一
氏
の
自
主
支
援
を
決
定
。 

 

◆
社
会
民
主
党
奈
良
県
連
合
会 

黒
川
恵
三
代
表 

社
民
党
の
議
席
が
減
る
中
、
奈
良
１
区
で

も
応
援
い
た
だ
い
た
大
椿
裕
子
氏
が
繰
り
上

げ
当
選
、
感
謝
し
た
い
。
岸
田
首
相
、
国
民
の

声
を
聞
く
と
言
い
な
が
ら
、
国
民
の
声
を
無

視
。
１１

月
総
選
挙
と
い
う
情
勢
も
あ
り
、
悪

政
を
潰
す
た
め
に
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
頑
張

っ
て
い
く
決
意
。 

 

◆
れ
い
わ
新
選
組
サ
ポ
ー
タ
ー
チ
ー
ム 

中
村
巌
奈
良
代
表 

野
党
共
闘
は
正
念
場
。
野
党
と
言
い
な
が

ら
与
党
に
す
り
寄
る
維
新
、国
民
。立
憲
民
主

党
が
野
党
第
１
党
を
維
持
す
る
こ
と
が
大

事
。
危
機
感
を
も
っ
て
総
選
挙
に
。
れ
い
わ
新

選
組
と
し
て
は
消
費
税
の
問
題
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
、
命
と
暮
ら
し
に
関
わ
る
問
題
を
中
心

に
訴
え
て
い
き
た
い
。 

 

 

八
木
運
営
委
員
の
開
会
挨
拶 

 

岸
田
政
権
の
も
と
、
戦
争
で
き
る
国
づ
く

り
が
進
む
。
麻
生
副
総
理
の
「
戦
う
覚
悟
が
あ

る
」
発
言
。
対
峙
す
べ
く
奈
良
１
区
市
民
連
合

は
地
域
の
草
の
根
の
活
動
を
作
り
上
げ
て
き

て
い
る
。地
域
の
運
動
と
１
区
市
民
連
合
の
運

動
を
重
層
的
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。 

 

各
市
民
連
合
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ 

 

◆
奈
良
市
民
連
合
の
溝
川
悠
介
さ
ん 

野
党
が
バ
ラ
バ
ラ
で
は
絶
対
に
勝
て
な
い
と

今
よ
う
や
く
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
再
構
築

が
行
わ
れ
て
い
る
。
憲
法
９
条
と
１３

条
を
土

タ
ウ
ン
ト
ー
ク
の
報
告 

 

市
民
の
パ
ワ
ー
で
政
治
を
変
え
よ
う 
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命、くらし、人権守る政治の実現を 

 

◆
新
社
会
党
奈
良
県
支
部 

森
川
満
委
員
長 

岸
田
政
権
の
戦
争
す
る
国
づ
く
り
、
沖
縄
南

西
諸
島
を
中
心
に
進
む
。
軍
事
費
増
額
、
さ
ら

に
地
球
温
暖
化
、
国
連
事
務
総
長
「
地
球
が
沸

騰
し
て
い
る
」
と
警
告
。
物
価
高
で
苦
し
い
生

活
、
戦
争
な
ど
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
今
の

政
治
情
勢
を
変
え
て
い
き
た
い
。 

 

◆
み
ど
り
奈
良 

大
森
万
蔵
代
表
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
代
読
） 

戦
争
と
環
境
破
壊
を
続
け
る
岸
田
政
権
に

Ｎ
Ｏ
！
を
突
き
つ
け
る
運
動
を
。
戦
争
で
き
る

国
を
め
ざ
す
の
で
は
な
く
、隣
国
と
の
友
好
を
。

地
球
沸
騰
化
の
中
、
今
だ
け
、
カ
ネ
儲
け
だ
け

の
原
発
、
化
石
燃
料
を
使
い
続
け
て
将
来
世
代

に
負
担
を
押
し
つ
け
な
い
候
補
者
を
国
会
に
送

ろ
う
。 

  
 

発 

言 
 

★
富
雄
地
域
交
流
会
で
は
、
沖
縄
の
現
状
の
学

習
会
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
、
寮
三
千
子
さ
ん
朗
読
に

よ
る
「
い
く
さ
の
少
年
期
」
（
田
中
幹
夫
さ
ん
制

作
）
の
紙
芝
居
な
ど
を
実
施
。独
自
に
「
戦
争
よ

り
平
和
の
準
備
を
」
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
地

域
に
配
布
し
て
い
る
。 

★
少
な
い
予
算
で
運
営
は
大
丈
夫
か
。
２
年
先

の
奈
良
市
長
選
の
こ
と
も
考
え
て
ほ
し
い
。
高

 

齢
に
よ
る
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
補
助
は

切
実
な
願
い
。
介
護
保
険
料
は
こ
の
２０

年
で

倍
に
。
市
民
連
合
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
模

索
し
て
ほ
し
い
。 

★
学
園
前
・
西
大
寺
・
あ
や
め
池
・
秋
篠
地
域

交
流
会
は
、
昨
年
４
つ
の
地
域
が
合
流
。
諸
富

弁
護
士
と
の
学
習
会
、
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
の
計
画

と
参
加
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
、
８
月
に
は
県
内
の

立
憲
民
主
党
と
日
本
共
産
党
へ
統
一
候
補
擁

立
の
要
望
書
を
独
自
に
提
出
す
る
な
ど
。
月

１
回
の
世
話
人
会
も
開
催
。
地
域
の
民
主
運

動
と
し
て
広
げ
て
い
き
た
い
。 

★
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
出
問
題
を
め
ぐ
っ
て

「
私
の
個
人
情
報
を
守
っ
て
市
民
の
会
」
を
立

ち
上
げ
て
き
た
。
奈
良
市
は
今
年
か
ら
１８

歳

と
２２

歳
の
名
簿
を
紙
媒
体
で
自
衛
隊
に
提

供
。
奈
良
市
在
住
の
１８

歳
の
高
校
生
が
市
長

を
相
手
に
全
国
初
の
裁
判
を
起
こ
す
決
意
。 

★
前
回
の
総
選
挙
で
は
選
挙
運
動
が
バ
ラ
バ

ラ
な
印
象
。
統
一
候
補
を
擁
立
し
て
か
ら
の

共
闘
の
形
を
ど
う
作
り
出
す
の
か
、
ま
た
当

選
後
の
行
動
も
重
要
。大
阪
で
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
反
対
す
る
集
会
で
は
立
憲
、共
産
、
社

民
、
れ
い
わ
の
代
表
が
挨
拶
。
運
動
で
の
共
同

も
追
求
し
て
い
き
た
い
。 

★
鼓
阪
小
の
統
廃
合
に
伴
っ
て
路
線
バ
ス
利

用
問
題
を
指
摘
す
る
中
で
、
市
教
委
は
送
迎

車
を
出
す
と
の
方
針
に
転
換
。
子
ど
も
を
物

の
よ
う
に
運
ぶ
こ
と
で
い
い
の
か
。
朝
礼
で
の

校
長
の
鼓
阪
小
廃
校
発
言
は
子
ど
も
た
ち
を

傷
つ
け
た
。
運
動
場
に
除
草
剤
を
ま
く
な
ど

無
責
任
で
配
慮
が
全
く
な
い
。 

★
ス
ピ
ン
オ
フ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
を
連
続
し
て
市
民

の
家
で
９
回
開
催
。
南
大
東
島
で
も
自
衛
隊

基
地
の
建
設
が
始
ま
り
、
大
変
な
こ
と
に
。
沖

縄
南
西
諸
島
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
他
人
ご

と
で
な
い
と
参
加
者
が
感
想
。 

★
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
経
済
的
な
事
情
で
塾
に
行
け

な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
無
料
塾
を
開
催
。

Ｄ
Ｖ
で
逃
げ
て
来
た
母
子
、
酷
暑
で
冷
房
も
つ

け
ら
れ
な
い
。
学
習
支
援
や
週
１
の
食
事
の
支

援
な
ど
民
間
で
の
支
援
に
は
限
界
も
。
行
政
に

は
下
か
ら
の
声
が
届
か
な
い
。 

★
こ
ん
な
に
問
題
だ
ら
け
の
世
の
中
な
の
に
政

権
交
代
が
で
き
な
い
。
選
挙
運
動
も
制
限
さ

れ
、
選
挙
に
行
か
な
い
人
が
半
分
い
る
。
メ
デ
ィ

ア
も
発
信
し
な
い…

。問
題
を
「
見
え
る
化
」
し

な
い
と
い
け
な
い
。 

★
日
本
の
食
料
の
自
給
率
は
３８

％
。
有
事
の

際
に
は
食
料
輸
入
が
止
ま
り
、
食
糧
危
機
に
陥

る
こ
と
を
政
府
は
想
定
。そ
の
時
に
は
カ
ロ
リ
ー

の
高
い
イ
モ
類
を
増
産
し
、
卵
は
１
・
５
カ
月
に

１
個
な
ど
戦
時
中
に
逆
戻
り
。
食
料
の
安
全
保

障
の
た
め
に
も
野
党
共
闘
は
必
要
。 

★
保
育
士
の
定
数
配
置
は
４
～
５
歳
児
の
ク
ラ

ス
３０

人
に
１
人
、１
～
２
歳
児
は
２０

人
に
１
人

で
長
く
改
善
さ
れ
ず
。
低
賃
金
、
人
手
不
足
の

保
育
現
場
。
奈
良
市
の
幼
保
再
編
、
民
営
化
な

ど
行
財
政
改
革
の
も
と
で
子
ど
も
た
ち
が
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
。
学
童
保
育
は
４０

人
に
２
人

の
指
導
員
。
非
常
勤
が
多
く
、
教
室
は
す
し
詰

め
状
態
で
、環
境
は
劣
悪
。 

★
国
民
救
援
会
は
冤
罪
で
苦
し
む
人
た
ち
を

救
う
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
。
誰
し
も
が
冤

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
「
ま
ず

何
よ
り
も
、正
し
い
道
理
の
通
る
国
に
し
よ
う
、

我
ら
の
国
を
」
の
言
葉
を
胸
に
活
動
。 

★
生
駒
で
は
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な

っ
て
定
例
の
宣
伝
や
署
名
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

一
点
共
闘
で
運
動
を
広
げ
て
い
る
。
「
憲
法
９

条
、
１３

条
守
れ
」
と
こ
れ
か
ら
も
と
り
く
ん
で

い
き
た
い
。 

▽玉浦さん（高江―辺野古につながる奈良の会） 

宮古島、与那国島、石垣島で進む軍事要塞化。来年４月

完成予定の映画制作。ＤＶＤ上映会が県内各地で開催中。 

▽堀田さん（奈良脱原発ネットワーク） 

８月２４日、とうとう福島第一原発の汚染水放出の暴挙。未

来に向かって汚染水を垂れ流し続けることは耐えられない。 

▽檜垣さん（私の個人情報を守って市民の会） 

奈良市は今年から１８歳、２２歳の個人情報をプリントアウ

トして自衛隊に渡していたことが判明（合計６４０９人）。憲法

１３条、個人情報法第３条に違反している。 

▽中嶋さん（奈良民医連・岡谷会） 

  マイナンバーカードのトラブルが後を絶たず。保険証廃

止の最大の問題点は、国民皆保険制度による医療を受け

る権利が侵害されること。 

▽石川さん 

  政府は原発事故を「見えない化」してきた。ＦｏＥ Ｊａｐａｎ

は募金で「福島見える化」プロジェクトを立ち上げた。 

 

 

 

  次回タウントークのお知らせ 
 10 月 28 日（土）11 時〜12 時 JR奈良駅前 

13人の方が発言されました。
どの発言も地域に根ざした奈
良１区市民連合の活動の発
展を反映した発言でした。 
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《奈良１区市民連合》 
学園前・あやめ池・西大寺・秋篠地域の会  
●【７月８日】「沖縄、再び戦場へ」スピンオフ上映会に３０人が参加。映画のカンパが１万円を超え、映画のエンドロール

に「学園前・あやめ池・西大寺・秋篠地域の会」の名前で出せることに。「沖縄のリアルを感じ取ることができた」「もっと

多くの人にこの DVD を見て欲しいと」などの感想が寄せられました。【８月２４日】学園前・あやめ池・西大寺・秋篠地

域の会として立憲民主党、日本共産党へ要請（「奈良１区で立憲主義を掲げる政党が政策を一致させ、統一候補者を

選出し、選挙協力をすること」）が行われました。他の政党へは文書で申入れ。【９月１８日】世話人会 

飛鳥・紀寺地域交流会 
●【７月１７日】「沖縄、再び戦場へ」スピンオフ上映会に１１人が参加。「何ができるか。小集会でもいいのであきらめ

ずにコツコツやっていく事が大事」などの感想が出されました。 

都南地域交流会  
●【７月２４日】「沖縄、再び戦場へ」スピンオフ上映を開催。１０人が参加。「ここまでいっているのかとショック！」

「沖縄のたたかいに涙。戦争が始まっている」などの感想が出され、カンパもたくさん集まりました。 

あいあいおしゃべり会 
●【７月１４日】最近の気になることや原発の裁判傍聴の感想などを交流。「戦争にしないためにはどうしたらいいのか」

などが話題に。【９月８日】奈良県平和委員会の河戸憲次郎さんを講師に「自衛隊名簿提供問題」を学習。 

三笠地域交流会 
●【７月１日】小草の会と合同で「沖縄，再び戦場へ」スピンオフ上映会を開催。９人が参加。 

高の原・どんぐり地域交流会  
●【８月９日】「マイナカードと保険証の話」をテーマに奈良県保険医協会事務局長の竹島さんを迎えて学習会を行い、 

１２人が参加。【８月２８日】「沖縄、再び戦場へ」スピンオフ上映会に１１人が参加。「自衛隊って軍隊だと思った。この

状況を多くの人に見てほしい」などの感想が寄せられました。祝園武器弾薬庫、航空自衛隊の強靭化についても反対

の声を上げていこうということなりました。 

佐保若草地域交流会 
●【８月７日】学校統廃合の対象になっている鼓阪小校区をもつ佐保若草地域交流会では、引き続き意見交換を行い

ました。奈良市は危険な通学路の一部と指摘されている一条通にわずかな段差をつける工事を行っているが、根本的

な解決になっていない。保護者や住民に真摯に向き合う姿勢が全くないなどの状況が出されました。【９月９日】「鼓阪

を守る会」の総会に参加。和光大学の山本由美さんの講演で「鼓阪小廃校がいかに不当であるか」を学習。 

富雄・帝塚山地域交流会 
●【９月６日】地域の田中幹夫弁護士が幼少期の戦争体験をもとに「いくさの少年期」を出版され、作家の寮美千子さん

が紙芝居用として編纂、画は十勝在住の画家・真野正美さんが描いた紙芝居を寮さんと郡山在住の方が朗読。その後

「平和を護るため私たちは何ができるか」のテーマで交流しました。２１人が参加。「紙芝居というアナログを使った反戦

の取り組みも人と人との触れあいが伴えば説得力を持ったものだと感じました。」などの感想が寄せられました。 

済美地域交流会 
●【９月６日】「沖縄、再び戦場へ」スピンオフ上映会に１０人が参加。初めて参加された方も。宮城恭子さんから沖縄で

の取材をパワーポイントにして紹介。沖縄がアメリカの捨て石になっている状況、沖縄だけでなく奈良も含めて日本全体

が捨て石になるアメリカの戦略を説明。 

 

 

●浅岡さんを囲んで「私たちの食糧をめぐる状況はどうなっているのか」危機に瀕している米農家、酪

農・畜産について具体的な資料を使って学習。                                        

富雄・帝塚山 ４月１２日（水）１３時半～ 

●大木稔さん「奈良にも戦争があった」というテーマで小学校の児童に講演、子どもたちの質問に答え

るためのレポートで戦争体験を聞き交流。 

佐保若草   3月 28日（火）10時～奈良県教育会館 

●引き続き鼓阪小統廃合問題で意見交換。３月末の市議会で佐保小の建て替えを含む予算案が賛成

多数で可決されたが、あきらめることなく見直しを要求していく。１５分ほどの「せやろがいおじさん」の

岸田政権の暴走について疑問を投げかける YouTubeを視聴。 

高の原・どんぐりの会  ４月１７日（月）１０時～高の原駅前団地集会所 

●地域での取り組みについて。 

三笠  ４月２５日（火）１3時半～三笠公民館 

●諸冨弁護士を囲んで１４人で学習交流。 

 定  予

定 

の  域  交  流  会  報

告 

   告  地 

＊学園前・あやめ池・西大寺・秋篠地域交流会 １１月４日（土）２時～、西部公民館 6階第 2研修室 

●「維新政治を切る」学習交流会  講師:大口耕吉郎氏（大阪生健会会長） 

＊高の原、どんぐり地域交流会 １０月１６日（月）10時～12時、 高の原駅前団地集会所 

●祝園弾薬庫の強靭化について  講師：坪井久行さん（精華町町会議員） 

＊佐保若草地域交流会 １０月２６日（木）1３時３０分～、奈良市民の家 
＊あいあいおしゃべり会  １０月２７日（金）1３時３０分～１５時５０分、富雄南公民館 2階会議室  

●ぺちゃくちゃしゃべろう会 

＊富雄・帝塚山地域交流会 １１月８日（土）1３時３０分～、富雄公民館 

                                  ●選挙に向けて  ●「私の個人情報守って」署名活動について 

今後の  


